
 

 

 

今日は「俳句のスケッチ」に挑戦しましょう。 

スケッチとは、見たままを表現することです。例えば、目の

前の風景を 17 文字の言葉で表現します。かんたんそうで、

むずかしいことですね。 

 

 

見えるものを言葉にします。 

 

 

これらの言葉を組み合わせ、創造して俳句に 

します。 

 

「あざやかな 校舎の白と 黒い影 」 

 

スケッチのつもりで気楽に表現できたような気もします。 

では、課題を出します。次の写真を見て俳句スケッチをしてみましょう。 

                   ＜ヒント＞ 

① 見えているものを言葉にします。 

 

② 物語を想像します。 

 

③ 17 文字でまとめてみましょう。 

 

 

 

 

今は、景色の良いところには行けないと思いますが、心に残った場面を言葉に残していく

と「言葉の宝箱」ができます。俳句に限らず、将来役に立つことでしょう。今から少しずつ

書きためてください。 

次回は句会についてです。お家でみんなと仲良く句会をしてみませんか。 

第 4 回  俳句
は い く

の世界
せ か い

 

（例）この写真は南側の校門からの風景です。

この写真を見てスケッチをしてみましょう。 

大樹、校舎、プール、青空、濃い影、雑草 

 


